
留学だより Vol.７ 
 

 

 

皆さん、こんにちは。オーストラリアのケアンズに留学している 14 期の杉本です。 

日本はそろそろ肌寒くなってきた頃でしょうか。ケアンズでは徐々に気温が上がってき

て、夏の訪れを感じる日々です。プールや川、海がにぎわう季節が近づいてきました。 

 

さて、今回の留学だよりでは私が最近、経験したイベントについて紹介します。 

 

 

・Green Island 

ホストファミリーと日帰りで Green Island に旅行に行きました。ケアンズで有名な観

光スポットの 1 つで、私が行った日にもたくさんの観光客がいました。特に日本人が多

く、あんなにたくさんの日本語を聞いたのは久しぶりでした。 

 

船に乗って行きました。この日はとても天気が良く、日差しが気持

ちよかったです。 

島を囲む海の水は透明でとても綺麗でした。 

まるで別の世界に来たかのような美しさで、浦島太郎もこんな気持

ちだったかもしれないと思いました。 

ケアンズ 
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クルージング 

現地では底がガラスになっているボートでのクルージングツアーに参加しました。約 30

分間、島の周りを見て回るツアーです。 

ボートの底がガラスになっているおかげで、綺麗なサンゴや魚を見ることができまし

た。ツアーの途中では、ガイドさんによる魚への餌やりもあり、一斉に魚が群がる様子は

大迫力でした。 

ボートの底の様子です。 

写真では分かりづらいですが、サンゴや魚がとてもカラフルでした。 

 

シュノーケリング 

残念ながら今回の旅行では体験できませんでしたが、シュノーケリングは Green Island 

で人気のアクティビティの 1 つです。遊泳区域にもサンゴがあり、魚も泳いでいます。私

はゴーグルだけをつけて泳ぎましたが、それでも十分、間近にサンゴや魚を見ることがで

きました。皆さんご存じの「崖の上のポニョ」に出てくるカクレクマノミやナンヨウハギ

も見つけました。運が良ければウミガメと一緒に泳ぐことができるそうです。 

 

今までケアンズの色々な場所を訪れてきて、その中でもトップを争うくらいに素敵な場所

だったので、皆さんもぜひ、ケアンズに来た際には訪れてみてください。 

 

・Family Festival 

私が通学している学校で行われたお祭りです。 

前にも紹介しましたが、私の学校は敷地がとにかく広いです。そしてその広い敷地に、

なんといくつかのアトラクションや屋台が設置されていました。 

私は遠心力を楽しむアトラクションに乗りました。ディズニーランドのベイマックスの

アトラクションに近いです。イメージがわかない方は調べてみてください。 

とにかく何もかもが桁違いで、とても楽しめました。日本では決して絶叫系に分類され



ないアトラクションですが、あのアトラクションは分類されると思います。 

まず、1 回の時間がとても長いです。BGM で流れている曲が 1 曲分終わるまで止まら

ないので、約 4～5 分間動きっぱなしです。 

さらに、スピードも信じられない速さまで加速しました。遠心力で吹き飛ぶかもしれな

いと思ったのはあのアトラクションが初めてです。安全バーが少し緩かったのも、スリル

を倍増させてドキドキしました。 

私はすごく気に入りましたが、人によっては怖い思いをするかもしれないので、海外の

アトラクションに乗るときには気を付けてください。 

 

夜にはファイヤーダンスのパフォーマンスと花火のショーがありました。まさかオース

トラリアで花火を見ることができるとは思っていなかったので、今更ですが、日本の夏を

感じることができました。 

 

・Halloween 

私が留学生活で楽しみにしていたイベントの 1 つです。近所に住んでいる友人と Trick 

or Treating に行きました。 

集合時間は夜７時。街灯の少ない住宅街なので、あたりはすでに真っ暗でした。目を凝

らしても互いの顔を判別することが難しく、合流するだけでも一苦労でした。 

合流した後はぶらぶらと近所を歩き回りました。Halloween といえば、家のドアをノッ

クして「Trick or Treat」と言うのをイメージする人が多いのではないでしょうか。私が回

った場所では、ほとんどの家がドアの前にお菓子の入ったかごを置いているだけでした。

少し寂しいような気もしますが、大人も子どももみんな仮装して歩き回っているので、ド

アをノックしても誰もいない、またはいちいち対応していたら大変かもしれないと思いま

した。 

 

 

いよいよ帰国が近づいてきています。1 年はあっという間で、留学生活が名残惜しい気持

ちもありますが、皆さんに会えるのを楽しみにしています。 

 

See you soon! 

 

14 期 杉本 


